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港

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て

小

樽

市

の

歴

史

は

、

室

蘭

市

と

同

じ

く

松

前

藩

時

代

に

ア

イ

ヌ

と

交

易

を

行

う

商

場

（

あ

き

ん

ば

）

が

置

か

れ

て

い

た

こ

と

か

ら

始

ま

り

ま

す

。

明

治

時

代

と

な

り

、

蝦

夷

地

か

ら

北

海

道

に

呼

称

が

改

め

ら

れ

、

開

拓

使

の

本

府

が

札

幌

市

に

定

め

ら

れ

る

と

、

海

の

玄

関

口

で

あ

る

小

樽

市

に

ヒ

ト

や

モ

ノ

が

集

ま

る

よ

う

に

な

っ

て

い

き

ま

す

。

さ

ら

に

、

北

海

道

初

と

な

る

官

営

幌

内

鉄

道

の

手

宮

（

小

樽

）

～

札

幌

間

が

開

通

す

る

と

、

小

樽

港

は

開

拓

民

の

上

陸

や

物

資

陸

揚

げ

の

港

と

し

て

新

た

な

役

割

を

担

う

こ

と

に

な

り

、

北

海

道

経

済

の

中

心

都

市

と

し

て

飛

躍

を

も

た

ら

し

、

北

海

道

の

開

拓

に

重

要

な

役

割

を

担

っ

て

い

き

ま

す

。

特

に

、

幌

内

鉄

道

開

業

後

の

手

宮

地

区

は

、

北

海

道

近

代

化

の

輸

送

拠

点

と

し

て

大

き

な

発

展

を

遂

げ

、

石

炭

の

集

積

地

・

積

出

港

と

し

て

多

く

の

人

が

賑

わ

う

地

区

に

な

っ

て

い

き

ま

す

。

こ

の

頃

に

は

、

様

々

な

石

炭

・

鉄

道

関

連

の

施

設

が

建

設

さ

れ

、

明

治

44

年

に

は

、

巨

大

な

石

炭

積

み

込

み

施

設

で

あ

る

「

高

架

桟

橋

」

が

建

設

さ

れ

る

な

ど

、

幌

内

炭

鉱

と

幌

内

鉄

道

が

小

樽

の

経

済

的

な

柱

と

な

っ

て

い

き

ま

し

た

。

や

が

て

、

軍

事

な

ど

の

輸

送

力

増

強

を

図

る

必

要

性

か

ら

鉄

道

の

国

有

化

が

行

わ

れ

る

と

、

手

宮

～

南

小

樽

の

路

線

は

「

手

宮

線

」

と

な

り

、

石

炭

の

積

み

出

し

の

役

割

は

新

た

に

整

備

さ

れ

た

築

港

地

区

に

移

っ

て

い

き

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

、

小

樽

市

は

小

樽

港

や

幌

内

鉄

道

な

ど

海

運

や

交

通

の

要

所

を

有

し

、

国

勢

調

査

で

は

大

正

９

年

ま

で

函

館

市

に

次

ぐ

、

道

内

２

番

目

の

人

口

を

誇

っ

て

い

ま

し

た

。

日

露

戦

争

後

に

樺

太

が

割

譲

さ

れ

る

と

、

小

樽

港

は

樺

太

へ

の

中

継

港

な

ど

の

役

割

を

担

い

、

貨

物

量

が

急

増

し

た

た

め

、

運

搬

作

業

を

効

率

的

に

行

う

こ

と

が

急

務

と

な

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

様

々

な

検

討

を

進

め

た

結

果

、

海

面

を

埋

め

立

て

た

「

運

河

式

」

が

決

定

し

、

大

正

12

年

に

小

樽

運

河

が

完

成

し

ま

す

。

ま

た

、

海

運

業

の

発

達

な

ど

に

伴

い

、

金

融

業

の

必

要

性

が

高

ま

り

、

市

内

初

の

銀

行

支

店

で

あ

る

旧

第

四

十

四

銀

行

小

樽

支

店

を

皮

切

り

に

、

合

計

20

以

上

の

銀

行

が

進

出

し

ま

し

た

。

日

本

銀

行

小

樽

支

店

は

、

札

幌

支

店

が

開

設

さ

れ

る

ま

で

、

道

内

唯

一

の

支

店

で

し

た

。

し

か

し

、

昭

和

後

期

に

な

る

と

、

石

炭

鉱

山

の

閉

山

な

ど

に

よ

る

海

運

・

金

融

の

冷

え

込

み

な

ど

の

影

響

で

、

ま

ち

も

冷

え

込

み

ま

し

た

が

、

現

在

で

は

、

小

樽

運

河

や

石

造

倉

庫

群

な

ど

の

歴

史

的

建

造

物

を

観

光

資

源

と

し

て

積

極

的

に

活

用

し

、

小

樽

市

は

北

海

道

を

代

表

す

る

観

光

都

市

と

し

て

有

名

に

な

り

ま

し

た

。

特

に

、

小

樽

市

の

観

光

ス

ポ

ッ

ト

と

し

て

有

名

な

小

樽

市

総

合

博

物

館

に

は

、

幌

内

鉄

道

を

運

行

し

て

い

た

蒸

気

機

関

車

を

当

時

の

姿

に

復

元

し

、

明

治

・

大

正

時

代

に

建

設

さ

れ

た

機

関

車

庫

や

転

車

台

と

一

緒

に

展

示

し

て

あ

り

ま

す

。

北

海

道

の

鉄

道

発

祥

の

地

と

し

て

、

当

時

と

変

わ

ら

ぬ

姿

で

保

存

さ

れ

て

い

る

旧

手

宮

鉄

道

施

設

は

国

指

定

の

重

要

文

化

財

に

指

定

さ

れ

て

お

り

、

「

炭

鉄

港

」

の

ス

ト

ー

リ

ー

を

辿

る

上

で

重

要

な

施

設

で

も

あ

り

ま

す

。

海

運

都

市

海

運

都

市

海

運

都

市

海

運

都

市

の

のの

の

発

展

発

展

発

展

発

展

と

とと

と
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